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東日本大震災小児医療復興新生事務局の活動実績等について  

平成	
 ２７	
 年	
 ８	
 月	
 

東日本大震災小児医療復興新生事務局	
 

１	
 活動経過	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 ○	
 東日本大震災後、日本小児科学会及び日本小児救急医学会による被災地支援の取組である岩

手県気仙地域（対象施設：大船渡病院及び高田病院）への小児科医師派遣のスキームについて、

平成 23 年 12 月から両学会の協力の下、岩手県医療局が窓口となって全国から支援を希望する

小児科医師の募集を行うこととして事業を継承。	
 

	
 ○	
 平成 24	
 年４月に、これまでの気仙地域に加えて、岩手県内陸部（対象施設：胆沢病院、遠

野病院及び磐井病院）まで対象施設を拡大。	
 

	
 ○	
 平成 24 年 12 月には、日本小児救急医学会災害医療委員会東日本大震災継続支援ＷＧの提案

により、支援対象区域を被災３県（岩手県・宮城県・福島県）に拡大するとともに、３県を構

成員とする東日本大震災小児医療復興新生事務局が発足。	
 

	
 ○	
 平成 25 年５月に、「東日本小児医療復興新生事務局ホームページ」を開設（日本小児科学会

の支援）し、全国から被災３県への小児科医師募集を本格化。	
 

 
２	
 支援対象施設（平成 27年４月現在）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
	
 〈岩手県５施設〉：大船渡病院、高田病院、胆沢病院、遠野病院、磐井病院（以上、全て県立）	
 

	
 〈宮城県１施設〉：石巻市夜間急患センター	
 

〈福島県２施設〉：公立相馬総合病院、公立岩瀬病院 
 
	
 	
 	
 上記のほか、更なる支援対象施設を加えることを検討・調整中。 
 
３	
 支援の受入状況（平成 25年１月～27年３月）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
(1)	
 支援受入実績  

区	
 分	
 
被支援換算日数	
 累計	
 

（単位：日）	
 

支援医師実人員（県別）	
 

（単位：人）	
 

条件不一致	
 

（単位：件）	
 

岩手県	
 ５４９	
 ５３	
 ８	
 

宮城県	
 ８６	
 １８	
 ８	
 

福島県	
 １５２	
 ２３	
 ５	
 

－	
 ０	
 ０	
 ３	
 

計	
 ７８７	
 ９４	
 ２４	
 

※複数県重複を除く実人員	
 ８３	
 
	
 

 
(2)	
 年度別支援換算日数	
 

（単位：日）	
 

区	
 分	
 Ｈ２４年度	
 Ｈ２５年度	
 Ｈ２６年度	
 合	
 計	
 

岩手県	
 １９	
 ２２４	
 ３０６	
 ５４９	
 

宮城県	
 ２	
 ４３	
 ４１	
 ８６	
 

福島県	
 ２	
 １０２	
 ４８	
 １５２	
 

計	
 ２３	
 ３６９	
 ３９５	
 ７８７	
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(3)	
 施設毎支援件数	
 

（単位：件）	
 

区分	
 
遠野	
 

病院	
 

釜石	
 

病院	
 

高田	
 

病院	
 

大船渡	
 

病院	
 

胆沢	
 

病院	
 

磐井	
 

病院	
 

石巻市	
 

夜間急患	
 

岩瀬	
 

病院	
 

相馬	
 

病院	
 

条件	
 

不一致	
 
合計	
 

岩手県	
 28	
 1	
 28	
 39	
 23	
 59	
 	
 	
 	
 8	
 186	
 

宮城県	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 86	
 	
 	
 8	
 94	
 

福島県	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 6	
 64	
 5	
 75	
 

－	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 3	
 3	
 

計	
 28	
 1	
 28	
 39	
 23	
 59	
 86	
 6	
 64	
 24	
 358	
 

 
４	
 医師の定着等の状況	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 日本小児科学会及び日本小児救急医学会の支援・協力の下、本事業に対する支援医師募集の呼

びかけに応じて、短期の支援にとどまらず、数週間にも及ぶ長期の支援や隔週等の定期支援のほ

か、常勤医師として定着につながったケースなど、支援の輪が広がる中で、多種・多様な支援の

形態が確認されている。（現時点では次のとおり） 
 
	
 	
 ・	
 常勤医師として定着したケース（その後離職したものを含む）	
 ４件（岩手３件、福島１件） 
	
 	
 ・	
 隔週による定期支援につながったケース	
 	
 １件（岩手） 
 


